
夏の思い出コンサート後援会の趣旨にご賛同いただきありがとうございます。 

今年１１月２４日（金）に九州キリスト教会館礼拝堂で開催された「福岡市職員音楽会設立

１０周年記念コンサート」も皆様のおかげをもちまして盛会のうちに終演することができ，厚く

御礼を申し上げます。今後とも変わらないご高配を賜りますようよろしくお願いいたします。 

平成29年１２月２０日発行 

♪後援会会長あいさつ  靏田 徹 

 １０周年記念コンサートが盛会の内に執り行われ、実行委員
会の皆様、出演された皆様のご苦労が報われたものと思います
。更に、これからも毎年毎年を積み重ね、一層素晴らしいコン
サートを続けて行かれることを願っています。 
 芸術は知との出会い。私たちが観る作品は、作曲家、演奏者
、アートの作家達が芸術的知的活動によって生み出した作品で
す。展覧会、コンサートを観に行く人は、その当日まで演奏者
が毎日創作や練習を積み重ねて努力した結果、発表した作品を
本番の日に観に行くだけで、その作品の「知」に出会うことが
できるのです。 
 音楽会は、音を通じて、それを作った人、演奏する人との才
能との出会いです。 
 いわば「知」との出会いなのです。このすばらしい知との出
会いを皆さんの周りの人に広げていきましょう。来年の「夏の
思い出コンサート」後援会の輪を広げましょう。 

１０周年記念コンサートに出演して 
 若い頃にチェロを弾いていたものの途中で挫折した私が、再
び楽器を手にしたのは２年半前のこと。アルトサックスを少し
演奏ができるようになり、最近は、好きな音楽が自分の身体に
共鳴するのを楽しんでいました。そんな折、ひょんなことから
、井上るみ顧問から誘われて、演奏会に出させていただくこと
となりました。 
 しかし、１０周年記念コンサートの内容をあらためて聞くと
、これは大変なところに出るんだと、本当に後悔したものでし
た。もう引くに引けない、伴奏者の宮崎さんに何度も足を運ん
でいただき、練習を重ねて本番に挑むこととなりました。緊張
と不安を抱えての本番。やわらかいピアノの音色に導かれて入
り込んだのは、ひとりで楽しんでいた時とは異なる、音楽をみ
んなと共に感じる場でした。そして、音楽を通して感じる人と
人とのつながりや絆。 
 私の初出演を支えていただきました多くの方々に感謝すると
ともに、福岡市職員音楽会に繋がる人の輪が広がりますよう、
少しでもお役に立てればと思っています。 
  こども総合相談センター所長 藤林武史(アルトサックス)  

１０年を振り返り 
 皆様のおかげをもちまして、11月24日の10周年記念の演奏
会を無事終えることができました。ありがとうございました。 
 10年以上前、私が早良区役所に赴任いたしました時、この
コンサートの指揮者であります関さんが上司で、関さんのブラ
バンの先生と私のピアノの先生が一緒だったことから、音楽の
話がはずみ、それが早良区役所の年末音楽会につながり、井料
田さんとビゼー作曲「メヌエット」を演奏いたしました。 
 その後、偶然のように、ギターの馬場さん、ピアノの上木戸
さんや田村さんが早良区に配属されて、徐々に大きな演奏会と
なっていきました。 
 この演奏会は、わたくし自身の生活も大きく変えました。 
 第１回の時は下手なところに急激に練習するものですから、
演奏会直前、指と腕が動かなくなり、当時の荒瀬区長から、急
遽痛み止めの薬をいただいたことを思い出します。 
 わたくしは今年で６７歳になります。家族からは「みっとも
ないので、遠慮したら」と毎年言われますが、いつも「今回が
最後だから」と言い、出させていただいております。 
体が許す限り、この演奏会には出させていただきたいと思いま
す。末長く、この演奏会が続いていくことを願っております。 

後援会理事 宮本 重人(ピアノ) 

 ～夏の思い出コンサート後援会～ ホームページhttp://summermemocon.com/supporter/ 

♪出演者からのメッセージ 

10周年記念コンサートに出演させていただいて 
 ステージに立った瞬間、皆様の温かい拍手。ここは福岡。中西久美さん、岡直美さん、当日初めてお目にかかったのがうそのよ
うに、ずっと前から何度もご一緒したことがあるかのようでした。お二人の適切なリードで、新しいドレスに袖を通すような緊張
感と喜びが交錯する音色になっていきました。 
 福岡市職員音楽会設立10周年記念コンサートのご成功おめでとうございました。 
 井料田さんのご縁で、このコンサートに出演させて頂いたこと、感謝の気持ちでいっぱいです。井料田さんのご提案で、フルー
ト、ピアノ、ヴァイオリンのアンサンブルが実現しました。福岡に伺う前から曲のアレンジをイメージするだけで心がうきうきと
弾みました。音楽は知らず知らずのうちにそこに居座り私たちを魅了します。福岡という地、人、何か見えない響きが、そこへ私
を導いたのでしょう。この活動が、多くの方の記憶の中に残り、そして、未来へのアーチとなることをお祈りしています。 

ゲスト 大澤 理菜子(ヴァイオリン) 



 「木星」世界初演に立ち会えて幸せでした。コルネットのいろんな奏法も見られました。 
 誰がであるとかどの曲がと言う以上に、目の前で生の楽器演奏、心に染み渡りました。 
 １部はショパンのバラード美しかったです。音のつつみこまれるような感じでした。 
  ２部はヴァイオリンさすがの演奏で、ヴァイオリンが喜んでいるように感じました。来てよかったです。 
 讃美歌がはじまったら空気が変わった感じで良かった。春の海なめらかなメロディー。弾き語りのびやかな優しい

声。木星と中で音色のかわるところとても興味深かった。鐘もド迫力。椰子の実もとてもなつかしい。ショパンも
すばらしかった。 

 讃美歌合唱は礼拝堂とクリスマスとマッチしてとても良かったです。心がいやされました。 
 椰子の実 戦後によく歌ったのを思い出しました。とてもその頃がなつかしく思い出されました。 
 プロの方の演奏もじっくり聞いたことがなかったのでヴァイオリンの表現の多さにびっくりしました。 
 春の海の踊りに驚きました。フルートが尺八みたいでした。第２部はどの曲もさすがって感じでした。 
 合唱の響きが良かったです。少人数でしたが調和があって美しかったです。４曲目のアルトサックスとピアノも良

かったと思います。 
 曲目解説がされていて聞きやすかった（内容が理解されて）。演奏者紹介をされても良かった。会場が教会は初め

ての経験で新発見でした。 
 バラエティに富んでいてとても楽しめました。ゲストの方の演奏もとてもすばらしかった♪♪みんなで歌えたこと

もとても良かった。 
 アクロスのコンサートもいいものですが、こぢんまりとした形は一層なじみ易い。 
 夏のコンサートでは、出演者のインタビューがあり、手作りのアットホームな感じで良かったのですが、今回は記

念コンサートでは演奏・演技だけに集中した構成でメリハリがあり１０周年にふさわしい格式あるものになってい
たと思います。 

 広さと人数が良くて楽しめました。プロのすばらしい演奏といい、うまく企画されていると思いました。ゲストの
演奏は素晴らしく、有料でもよいのではと思った。 

 司会者が無いのが残念、やはり人と曲の紹介がほしい。宮本さんのピアノをもっと聞きたい。二部は最高！！ 
 １０周年記念にふさわしいすばらしいコンサートでした。 
 これだけの素晴らしい演奏が無料とはなんとありがたい事でしょう。募金が多く集まればよいですね。 
 チラシの地図がわかりにくく迷いました。 
 生の演奏・演技を五感で味わうことのできる幸せな時間をありがとうございました。パンフレットの曲目解説も大

変わかりやすくコンサートを楽しむ助けになりました。 
 並べてある椅子は、整列ではなく、列毎に互い違いになるようにすれば前の人の頭で見えにくいことを解消できる

のではないでしょうか？ 
 毎年一回の夏の思い出コンサート、楽しく拝聴させて頂いています。 
 寒の厳しきこの夜、心に響く素晴らしい演奏。心がほっこりと致しました。 
 宮本さんへ、大変ご多忙の中練習時間が少ないのではと思われますが素晴らしい演奏でした。今回最後といわず永

く続けていただきたいと思います。 
 讃美歌すばらしいハーモニーに感動しました。目がウルウルびっくり。日舞とピアノとフルートいいですね。夏の

コンサートもぜひ三人でお願いします。 
 今日の演奏が私のクリスマスプレゼントでした。ありがとうございました。元気をいただきました。 
 宮本さん、頑張って下さい。大澤理菜子さんのヴァイオリンも素晴らしかった。さすがプロでした。中西さんの司

会がいかに大事で上手かわかりました。 
 

♪福岡市職員音楽会設立１０周年記念コンサートアンケートより 

第11回夏の思い出コンサート 
■日時 
 平成30年8月17日(土)13:30～ 
■会場 
 あいれふホール 
 (福岡市中央区舞鶴2-5-1あいれふ10階) 


